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1．はじめに 

2025 年 1 月 28 日、埼玉県八潮市の中央一丁目交差点で陥没事故が発生した。陥没した穴にトラック 1 台

が転落した。特殊な地盤等の条件のため早急な救助が難しく、3 か月後の 5 月 2 日にトラックの運転手が発

見され死亡が確認された。今後、このような事故が発生しないようにしなければならない。 

なぜ、このような陥没事故が発生したのかを、きちんと検証して、再発防止に努める必要がある。下水管

の腐食により、穴が開いたことが直接の原因であるが、本地の地盤条件や地下水位、管路の深さが、今回の

大規模陥没に影響しているため、「ドボク模型」を使って陥没原因を可視化した。 

 

2．実験方法 

陥没現場の状況を、ネット情報や日経コンストラクションとの情報交換により調べた。その結果、水槽に

現地地盤に近い砂を入れ、ビニールホースに穴を空けたもので下水管を再現して実験を行った。 

■実験材料 

水槽 ：アクリル板にて作成（幅 390 高さ 290 奥行 25mm） 

下水管 ：ビニールホースΦ25mm 

穴 ：ビニールホース上部にΦ10 ㎜の穴 

穴カバー：途中で穴を空けることができるようにカバーを設置 

水注入 ：水槽の左右側方から水を注入するホースを設置（地下水位低下防止用） 

管内水 ：下水管の中に流れる水は、水道蛇口からビニールホースに流入させた 

アスファルト：砂の表面にスチレンボードを敷いて舗装のモデルとした 

車 ：ミニカーをアスファルトの上に置いた 

■実験方法 

水槽にビニールホースと砂を入れる。 

その後、砂を飽和させる。 

ビニールホースに水を流す。 

ホースの穴を開口させる。 

側方から水を注いで、側方部の水位線を一定に保つ。 

 

3．実験結果 

右の QR コードに、実験動画を示す。 

ホースに水を流した場合と、流さない場合の動画の QR コードを添付した。 

 

4．実験結果の整理 

写真-１は、実験結果を段階毎に整理したものである。 

写真-2 は、なぜ、空洞が発生し陥没に至ったのかを説明するために、 

写真にコメントを加えたものである。 

以下、写真-2 を用いて、実験結果を整理する。 

1)穴が開く前の地下水位線は、穴が開いて水が抜けると下がっていく。 

2)砂地盤は広範囲に分布するので、周辺の地下水位が集まってくる。 

3)穴が開いたところからは、砂と水が一緒になって下水管の中に流入する。 

4)下水管の中に入った砂は、下水管の流れによって下流に流れる。 

5)砂が抜けるのは、砂が飽和している範囲である。 

6)不飽和の部分は、砂に自立性（見かけの粘着力）が発生する。 

7)そのため、空洞側面は急勾配になり、空洞の上部の砂は簡単には崩れない。 

8)その結果、大きな空洞が形成される。 

9)空洞は側方にも広がっていく。 

実験結果 

（ホースに水を流す） 

実験結果 

（ホースに水を 

  流さない） 



 

10)空洞が側方に広がると、空洞上部の砂を橋と考えると橋長が長くなる。 

11)長くなると、途中で折れたり、左右の支点部が沈下する。 

12)この実験では、右側の支点が沈下した。 

13)沈下すると、空洞上部の砂は落下して、道路面が大陥没をする。 

このような順番で、大陥没が発生したと思われる。 

 

5．大陥没の発生条件 

大陥没の発生条件を整理する。 

1）管路に穴が開いたり、接合部に隙間があること。 

 1 ㎝でも穴があれば、砂は流出する。 

 管路は今回の八潮市現場では、6mm/年位の速度で管のコンクリートが腐食進行した。 

2)堆積した砂地盤であること。 

 沖積の砂層であれば、海の中で堆積しており、緩い状態のため空洞ができやすい。 

 地盤情報を知ることが大事になる。粘土や、礫、岩盤では、空洞は発生しにくい。 

3)地下水が高いこと。 

 沖積層では、地表面付近に地下水位があるため、高い状態だと考えてよい。 

 八潮市でも、地表面から、１～2m の位置であった。 

4）下水管が深いと、空洞が大きくなる。 

 下水管の上面と地下水の間の高さを確認する必要がある。 

 その高さと、同じ位の幅で空洞ができやすい。 

5）下水管に流れがあると、穴から流出した土が、流されるので空洞が大きくなる。 

 一般的に下水道には、流れがある。 

 

6．おわりに 

砂地盤は飽和・不飽和で性状が大きく変化する。今回は沖積層の砂地盤が、大陥没の一つの要因となっ

た。地盤が砂でなくても管路の埋め戻しに砂が使われていることが多い。その場合も、飽和した状態で、砂

が抜ける場所があれば空洞が発生する。今回のような直感的な実験でイメージをつかんでから、設計や補修

計画を検討していくことが大事である。 
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写真-1 実験結果の整理



写真-2 実験結果のまとめ


